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ンパク質 Ugl-Y について解析を行ない，Ugl-Y が fibronectin の一部の配列に完全に一致する
こと，また，血清に由来することを明らかにした。（3）マウス腎で見い出された年齢依存性発
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 直接経費 間接経費 合 計 
２００５年度 3,100,000 0 3,100,000 
２００６年度 2,600,000 0 2,600,000 
２００７年度 2,100,000 630,000 2,730,000 
２００８年度 1,800,000 540,000 2,340,000 
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生後 3日ないし 15 ヶ月を経過したマウス 
(C57BL/6) の肝から RNeasy Mini Kit 
(Qiagen) を用いて RNA を抽出した。蛍光デ
ィファレンシャルディスプレイ (FDD) 解析
は, 10 種類の任意 primer (Operon) と 3 種
類の 3'-anchored oligo-dT primer の組み合
わせによる計 30通りの primer 対を用いて実
施した。発現様式に年齢依存性変化の見られ
た cDNA については, サブクローニング後，
塩基配列を決定し, DNA データベースを利用
してホモロジー検索(BLAST)した。各遺伝子
の発現量は, Power SYBR Green PCR Master 
Kit (Applied Biosystems) を使用して


















インシークエンサーおよび MALDI-TOF MS を



































mouse mitochondrion genome (GenBank 
DQ106412; 100% identity: 209/209)，mouse 
EST of CWF19-like 1 gene (GenBank 
AV466254; 99% identity: 109/110)，mouse 
aldehyde dehydrogenase family 1，subfamily 
A1 mRNA (GenBank BC054386; 99% identity: 
241/243)，mouse ESTs of ecotropic viral 
integration site 5 (GenBank CN530763，
BU924136 他; 98% identity: 265/269)，mouse 
cell division cycle 2-like 5 mRNA (GenBank 
NM001081058; 99% identity: 197/198)，mouse 
complement component 8，alpha polypeptide 








パク質 Ugl-Y のの構造と生理的機能の解明 
 
① 加齢に伴う Ugl-Y 量の変化 








した。3本 1組の Ugl-Y のバンド（Y1-Y3）の




図 2 加齢に伴う Ugl-Y 量の変化  
 
 
② Ugl-Y の１次構造の解析 
採取した尿から精製した Ugl-Y を，等電点
電気泳動で分離後 PVDF 膜に転写し，N末端配





担うタンパク質）の 723 から 740 番目のアミ
ノ酸残基の配列（A723-W740）に完全に一致
していることが明らかとなった。そこで，




び Y2の N末端から少なくとも185残基は FN
の配列と完全に一致することが示された。さ
らに，C 末端ペプチドの MALDI-TOF MS によ
る分析の結果から，Y1 および Y2 の C 末端は
それぞれ FN の 911 番目（R911）および 903
番目のアルギニン（R903）に相当することが
判明した。このように Ugl-Y の完全一次構造




③ 培養細胞内での Ugl-Y の発現 








興味深いことに，Y1 発現細胞からは Y1 のみ
ならず Y2，Y3 が，また Y2 発現細胞からは




④ 血清からの Ugl-Y の検出 
FN は，血清中ばかりでなく，糸球体間質
や腎基底膜にも存在することが知られてい
る。そこで，FN 断片である Ugl-Y が血清に
由来するのか，あるいは腎臓または尿路に由
来するのかを明らかにするために，小児血清
からの Ugl-Y の検出を試みた。およそ 1.3 ml
の血清を部分精製して得られた標品につい
て，FN に対する特異抗体を使用した免疫ブ










図 3 FN と Ugl-Y の位置関係  
 
 


















ー を 有 す る コ ン テ ィ グ （ GenBank no. 
NT_010393）が同定された。そこで，この配
列に基づいて RACE 法による cDNA のクローニ
ングを行った。得られた RACE 産物の塩基配
列とヒトゲノム配列との比較から，M-LPH 遺





とが判明した。M-LPH1 および M-LPH2 は同一
の M-LP 遺伝子からの alternative splicing 
isoform であり，M-LPH2 では exon 2 が欠失
していた(図 4)。M-LPH1 と M-LPH2 のアミノ
酸配列は，N 末端側から 103 残基までが同一
であり，104 残基目以降の C 末端側が完全に
異なっていた。M-LPH1 の N末端側の 188 アミ
ノ酸残基の配列は，マウスのペルオキシソー
ム局在型 M-LP に対して高い相同性（79.8% 
identity、96.3% similarity）を有していた。 
 







real- time PCR による解析の結果，M-LPH1
の発現量は，M-LPH2 のおよそ 1/2 であること
が明らかとなった。一方，正常ヒト腎細胞タ






② M-LPH1 の臓器分布および細胞内局在解析 















の発現 vector と GFP 標識 M-LPH1 の発現













CAT）の mRNA 量を real-time PCR 解析装置を
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〔その他〕 
新規塩基配列の GenBank への登録 
M-LPs cDNA: AY513273, M-LPH1: DQ004255, 
M-LPH2: DQ004256, mouse liver novel 
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